
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 28年度 

事業名 地区公民館運営事業 担当課 教育課

細分化した事業名 地区公民館運営事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 魅力あふれるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 いつまでも生きがいを持って暮らせるまちづくり

施策 生涯学習の推進

関連する個別計画等 根拠条例等 韮崎市公民館条例

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

生涯学習の拠点である、地区公民館の維持管理を行うと共に、各地区公民館の実施する講座・事業を支援し生

涯学習のまちづくりに繋げていく。

事業の手段 

・各公民館による各種講座・教室の実施。

・地区で活動する各種団体（文化サークル等）への公民館貸し出し。
・地区公民館施設の維持管理。

事業の対象

市民全般 

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 27,182 44,823 31,425
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか） 2,100 2,400 1,900

一般財源 25,082 42,423 29,525

B 担当職員数（職員 E） (人)  0.43 0.43  0.38

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 2,791 2,921 2,552

D 総事業費(A+C) (千円) 29,973 47,744 33,977

主な事業費用の

説明 
館長・主事への報酬。各地区公民館の維持管理費（光熱費等） 

なお、２６年度の事業費が膨らんでいる理由は、エアコンの無い地区公民館の会議室に設置したため。 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 千円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１

公民館利用日数 １公民館あたりの年間平均利用日
（日） 

年間延べ利用日（2,837 日）/１１地
区公民館 

202 255 258

２
公民館利用者数 年間延べ利用者数（人） 

１１地区公民館合算 
41,283 45,973 45,983

３

地区公民館事業数 年間地区公民館で開催した講座数 

（サークル活動は除き、定例開催は１

回でカウントし、主催・共催は問わず）

１１地区公民館合算 

134 108 116

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
公民館の年間利用日数の平均が、年間利用可能日数（３６５日）の過半数を超えている。

２
活発な活動により公民館利用者の数は年々増加している。

３
地区公民館で企画した「生涯学習推進のつどい」、「親子料理教室」などの町民講座、「生涯学習バス」

などの事業を実施。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
公民館光熱水費 電気・水道・灯油などその他光

熱水費の合計（千円） 
2,106 2,231 2,267

２

公民館利用率（％） 公民館を利用した率 

年間平均利用日（258 日）
/365日

55.3 69.9 70.7

３

成 果 □ Ａ 上がっている ■Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
２６年度に各地区公民館の会議室にエアコンを設置したが、節電を徹底したため、光熱水費を抑え

ることができた。

２
地区公民館においては、様々なサークル活動や企画事業を実施しており、生涯学習推進の拠点とし
て環境づくりを行っている。

３

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
 地区公民館の中には建築後３０年を経過しているものもあるが、快適な公民館活動ができる環境の確保に努め
る。

過去
の 
改善
経過

・平成２５年度 中田公民館外構改修工事、清哲公民館法面復旧工事、旭公民館排水管布設工事。 
・平成２６年度 藤井公民館内装改修工事、穂坂公民館他９公民館エアコン設置工事清。哲公民館駐車場西法面整備工事。 

        旭公民館屋根改修工事。大草公民館下水道接続工事。 
・平成２７年度 大草公民館屋根・外壁改修工事。（雪害） 

課長所見
公民館活動は地域の絆を深める大きな役割を担っているため、幼児からお年寄りまでの誰でもが活動でき

るよう、活性化に努力していく。


